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は
じ
め
に
　
　

　
一
七
世
紀
末
以
降
の
イ
ギ
リ
ス
社
会
の
状
況
は
、
イ
ン
グ
ラ
ン
ド

国
教
会
に
と
っ
て
望
ま
し
い
も
の
で
は
な
か
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
プ

ロ
テ
ス
タ
ン
ト
系
非
国
教
徒
が
増
加
し
て
お
り
、
名
誉
革
命
後
に
寛

容
法
が
成
立
し
た
た
め
彼
ら
の
公
の
礼
拝
が
認
め
ら
れ
、
国
教
会
の

地
位
が
低
下
し
た
の
で
あ
る
。
ま
た
、
一
八
世
紀
に
お
い
て
聖
職
者

の
活
動
は
不
活
発
で
、
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
国
教
会
は
停
滞
し
て
い
た
と

み
な
さ
れ
が
ち
で
あ
る
（
１
）
。
例
え
ば
、
聖
職
者
の
貧
困
や
聖
職
者
間
の

貧
富
の
差
は
大
き
な
問
題
で
あ
っ
た
。
そ
の
よ
う
な
中
、
貧
し
い
国

教
会
聖
職
者
を
援
助
す
る
た
め
一
七
〇
四
年
に
ア
ン
女
王
基
金( the 

Q
ueen Anne’s Bounty)

が
設
立
さ
れ
た
。
こ
の
基
金
は
二
〇
世

紀
半
ば
ま
で
存
続
す
る
も
の
で
、
聖
職
者
に
と
っ
て
重
要
で
あ
る
と

思
わ
れ
る
が
、
そ
れ
が
ど
の
よ
う
な
基
金
で
あ
っ
た
の
か
は
あ
ま
り

知
ら
れ
て
い
な
い
。
ア
ン
女
王
基
金
は
、
一
七
〇
四
年
の
ア
ン
女
王

基
金
法
に
従
っ
て
女
王
の
勅
許
状
に
よ
っ
て
法
人
組
織
化
さ
れ
た
の

で
あ
っ
た
。
法
人
が
設
立
さ
れ
る
と
理
事
が
任
命
さ
れ
、
彼
ら
は
全

国
の
貧
し
い
聖
職
禄
に
つ
い
て
主
教
と
と
も
に
調
査
を
行
っ
た
。
基

金
は
貧
し
い
聖
職
禄
の
金
額
が
増
加
す
る
よ
う
に
、
補
助
金
を
与
え

て
支
援
し
た
の
で
あ
る
。

　
論
文

　
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
国
教
会
と
ア
ン
女
王
基
金
　

　
　
　

青
　
柳
　
か
お
り

キ
ー
ワ
ー
ド

　
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
国
教
会
　
ア
ン
女
王
基
金
　
聖
職
録
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基
金
の
主
要
な
財
源
は
聖
職
者
に
課
さ
れ
て
い
た
税
金
で
あ
っ

た
。
詳
細
は
第
一
章
第
一
節
で
述
べ
る
が
、
中
世
以
来
、
教
皇
庁
は

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
・
カ
ト
リ
ッ
ク
諸
国
に
対
し
て
様
々
な
税
金
を
課
し
て

お
り
、
例
え
ば
、
ロ
ー
マ
教
皇
に
よ
っ
て
聖
職
禄
を
与
え
ら
れ
た
聖

職
者
は
初
年
度
の
収
入
を
教
皇
へ
支
払
う
ほ
か
、
二
年
目
以
降
も
聖

職
禄
の
十
分
の
一
に
あ
た
る
税
金
を
納
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ

た
。
こ
の
よ
う
な
上
納
金
は
教
皇
庁
に
と
っ
て
重
要
な
収
入
源
で

あ
っ
た
が
、
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
側
で
は
富
が
ロ
ー
マ
へ
流
出
す
る
と
し

て
不
満
が
高
ま
っ
て
い
た
。
そ
し
て
、
一
六
世
紀
前
半
に
教
皇
と
対

立
を
深
め
て
い
た
ヘ
ン
リ
八
世( H

enry VIII, 

在
位1509-1547)

治
世
の
法
律
に
よ
っ
て
、そ
れ
ら
の
税
金
は
、ロ
ー
マ
教
皇
に
代
わ
っ

て
国
王
へ
納
付
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
し
か
し
、
国
内
に
は
貧
し

い
聖
職
者
が
多
か
っ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
彼
ら
の
保
護
は
な
さ
れ

な
か
っ
た
。
教
会
か
ら
の
税
金
の
使
途
は
自
由
で
あ
り
、
国
王
た
ち

は
教
会
の
た
め
で
は
な
く
主
に
自
分
自
身
や
身
内
、
側
近
の
た
め
に

使
っ
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。

　
し
か
し
、
一
八
世
紀
に
な
る
と
一
七
〇
二
年
に
熱
心
な
国
教
徒
ア

ン( Anne, 

在
位1702-1714

）
が
即
位
し
、
国
教
会
へ
の
支
援
が

な
さ
れ
た
。
そ
の
一
つ
が
ア
ン
女
王
基
金
で
あ
る
。
貧
し
い
聖
職
者

の
給
与
を
増
加
さ
せ
る
た
め
、
ア
ン
は
王
室
へ
徴
収
さ
れ
た
聖
職
者

か
ら
の
上
納
金
の
全
額
を
基
金
に
寄
付
し
続
け
た
の
で
あ
る
。ま
た
、

一
定
の
収
入
に
満
た
な
い
貧
し
い
聖
職
禄
保
有
者
へ
の
課
税
が
免
除

さ
れ
た
。
基
金
は
法
人
の
理
事
に
よ
っ
て
運
用
さ
れ
、
一
七
一
三
年

の
第
二
勅
許
状
に
よ
っ
て
聖
職
者
支
援
の
方
法
や
基
金
の
運
用
の

ル
ー
ル
が
決
ま
っ
た
。

　
ア
ン
女
王
基
金
に
つ
い
て
の
研
究
は
ベ
ス
ト
、
グ
リ
ー
ン
（
２
）
等
の
研

究
が
あ
る
が
、
イ
ギ
リ
ス
で
も
少
な
く
近
年
は
な
さ
れ
て
い
な
い
。

ベ
ス
ト
の
研
究
は
一
九
世
紀
が
中
心
で
あ
り
一
八
世
紀
初
期
段
階
に

つ
い
て
は
あ
ま
り
詳
し
く
述
べ
ら
れ
て
い
な
い
。
グ
リ
ー
ン
の
研
究

は
一
七
三
六
年
に
刊
行
さ
れ
た
『
ア
ン
女
王
基
金
報
告
書
（
３
）

』
を
使
用

し
て
い
る
が
、
ど
の
よ
う
な
聖
職
者
支
援
が
な
さ
れ
た
か
と
い
う
こ

と
よ
り
も
、
貧
し
い
教
区
数
の
デ
ー
タ
を
も
と
に
、
一
七
三
六
年
時

点
で
五
〇
ポ
ン
ド
以
下
の
聖
職
禄
が
全
国
に
ど
れ
だ
け
存
在
し
た
か

を
調
査
す
る
こ
と
に
重
点
が
置
か
れ
て
い
る
（
４
）

。
ま
た
日
本
に
お
い
て

は
、
ム
ア
マ
ン
の
翻
訳
書
『
イ
ギ
リ
ス
教
会
史
（
５
）

』
に
お
い
て
概
説
的

に
言
及
さ
れ
て
い
る
が
、
具
体
的
に
検
討
さ
れ
て
い
な
い
状
態
で
あ

る
。
ア
ン
女
王
基
金
の
歴
史
は
長
期
に
渡
る
が
、
本
稿
で
は
初
期
に

焦
点
を
あ
て
、
中
世
お
よ
び
ヘ
ン
リ
八
世
治
世
の
教
会
へ
の
課
税
、

ア
ン
女
王
基
金
法
の
成
立
過
程
、
聖
職
者
支
援
の
内
容
に
つ
い
て
、

法
令
集
、
報
告
書
を
は
じ
め
と
す
る
同
時
代
文
献
（
６
）
を
も
と
に
詳
細
に

分
析
す
る
。
当
時
の
国
教
会
に
お
い
て
聖
職
者
の
貧
困
は
大
き
な
問

題
で
あ
っ
た
が
、
ア
ン
女
王
基
金
関
係
者
が
貧
し
い
聖
職
者
を
ど
の

よ
う
に
援
助
し
て
い
た
の
か
を
検
討
し
、
基
金
の
意
義
を
明
ら
か
に

し
た
い
。
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第
一
章
　
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
に
お
け
る
聖
職
者
へ
の
課
税

（
一
）
中
世
に
お
け
る
ロ
ー
マ
教
皇
へ
の
上
納
金

　
こ
こ
で
は
、
中
世
の
頃
か
ら
聖
職
者
に
課
さ
れ
て
い
た
税
に
つ

い
て
述
べ
た
い
。
こ
の
税
が
後
に
ア
ン
女
王
基
金
の
主
要
な
財
源

と
な
る
か
ら
で
あ
る
。
一
三
世
紀
は
ロ
ー
マ
教
皇
庁
の
中
央
集
権

化
が
確
立
す
る
時
期
で
あ
っ
た
。
イ
ン
ノ
ケ
ン
テ
ィ
ウ
ス
三
世 

( Innocentius III,

在
位1198-1216) 

は
、
キ
リ
ス
ト
教
世
界
内

の
世
俗
君
主
と
の
抗
争
に
勝
利
を
得
る
た
め
に
も
、
外
部
か
ら
の

イ
ス
ラ
ム
教
徒
の
脅
威
を
は
ね
返
す
た
め
に
も
、
教
皇
権
を
拡
大

し
、強
力
な
一
元
的
権
威
を
確
立
す
る
必
要
が
あ
る
と
考
え
て
い
た
。

一
三
世
紀
以
降
、
ロ
ー
マ
教
皇
の
権
力
が
増
大
し
教
皇
庁
組
織
が
拡

大
さ
れ
て
い
っ
た
が
、
教
皇
庁
の
権
力
や
組
織
を
維
持
す
る
た
め
に

は
莫
大
な
資
金
が
必
要
で
あ
っ
た
。
教
皇
庁
は
財
源
増
大
の
た
め
に

あ
ら
ゆ
る
可
能
性
を
追
求
し
、
そ
の
中
で
も
最
も
手
近
な
収
入
源
は

課
税
で
あ
っ
た
（
７
）
。

　
教
皇
庁
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
世
界
各
国
に
対
し
て
十
字
軍
税
な
ど
様
々

な
形
で
課
税
を
強
化
し
て
い
た
が
、
ア
ン
女
王
基
金
に
関
わ
る
教

会
税
は
、
中
世
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
世
界
に
お
い
て
教
皇
権
が
聖
職
禄
を

与
え
る
者
た
ち
か
ら
徴
収
し
た
聖
職
禄
取
得
納
金
と
い
う
も
の
で

あ
っ
た
。
教
皇
庁
で
は
、
そ
れ
は
セ
ル
ヴ
ィ
テ
ィ
ア( servitium

, 

servitia)

や
ア
ン
ナ
ー
タ( annatae)

と
呼
ば
れ
て
い
た
よ
う
で

あ
る
（
８
）
。
セ
ル
ヴ
ィ
テ
ィ
ア
は
上
級
の
聖
職
禄
を
取
得
す
る
者
が
教
皇

庁
に
納
め
る
税
で
あ
り
、
ア
ン
ナ
ー
タ
は
下
級
の
聖
職
禄
を
取
得
す

る
者
が
教
皇
庁
に
納
め
る
税
で
あ
っ
た
が
、
広
義
に
は
セ
ル
ヴ
ィ

テ
ィ
ア
を
含
む
も
の
で
あ
る
（
９
）
。
正
確
に
言
う
と
セ
ル
ヴ
ィ
テ
ィ
ア
に

は
四
種
類
あ
る
が
、重
要
な
も
の
は
そ
の
中
の
セ
ル
ヴ
ィ
テ
ィ
ウ
ム
・

コ
ム
ー
ネ
で
、
そ
れ
は
教
皇
に
直
属
す
る
司
教
や
大
修
道
院
長
な
ど

の
新
任
の
高
位
聖
職
者
が
教
皇
に
よ
る
任
命
ま
た
は
承
認
に
際
し
て

支
払
い
を
誓
約
し
た
一
種
の
税
で
あ
っ
た
。
支
払
先
は
教
皇
と
枢
機

卿
団
両
方
で
あ
り
、
遅
く
と
も
一
二
七
一
年
に
は
成
立
し
て
い
た
と

い
う（
（1
（

。
広
義
の
ア
ン
ナ
ー
タ
は
、
教
皇
に
よ
っ
て
授
与
さ
れ
た
あ
ら

ゆ
る
聖
職
禄
の
受
領
者
に
よ
る
初
年
度
収
入
の
支
払
い
の
こ
と
で

あ
り
、
こ
の
税
は
ク
レ
メ
ン
ス
五
世 ( Clem

ens V, 

在
位1305-

1314) 

が
導
入
し
た
と
い
う（
（1
（

。

　
藤
崎
氏
に
よ
れ
ば
、
セ
ル
ヴ
ィ
テ
ィ
ウ
ム
・
コ
ム
ー
ネ
は
、「
司

教
座
ま
た
は
大
修
道
院
の
一
年
間
の
収
入
が
一
〇
〇
フ
ロ
ー
リ
ン
以

上
で
あ
っ
た
場
合
に
、
そ
の
三
分
の
一
に
相
当
す
る
金
額
を
納
め
る

も
の
で
あ
っ
た
。
こ
の
よ
う
に
し
て
得
ら
れ
た
収
入
は
教
皇
と
枢
機

卿
団
の
両
者
の
間
で
折
半
さ
れ
た（
（1
（

。」
こ
の
よ
う
な
セ
ル
ヴ
ィ
テ
ィ

ウ
ム
・
コ
ム
ー
ネ
と
し
て
支
払
わ
れ
る
べ
き
金
額
の
原
則
が
い
つ
確

立
し
た
か
定
か
で
は
な
く
、
ア
ヴ
ィ
ニ
ョ
ン
教
皇
ヨ
ハ
ン
ネ
ス
二
二

世
（Ioannes XXII, 

在
位1316-1334

）
の
在
位
期
間
中
は
す
で
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に
慣
例
と
な
っ
て
い
た
と
い
う
。
た
だ
し
、
必
ず
し
も
徴
収
の
設
定

が
三
分
の
一
と
は
限
ら
な
い
よ
う
で
、
各
々
の
司
教
座
や
大
修
道
院

の
収
入
に
よ
っ
て
支
払
義
務
の
額
が
異
な
る
こ
と
か
ら
、
そ
れ
ぞ
れ

に
見
合
っ
た
額
が
求
め
ら
れ
て
い
た
と
推
測
さ
れ
る（
（1
（

。

　
ア
ン
ナ
ー
タ
や
セ
ル
ヴ
ィ
テ
ィ
ウ
ム
・
コ
ム
ー
ネ
は
、
イ
ン
グ

ラ
ン
ド
で
はannates
に
相
当
す
る
と
考
え
ら
れ
る
。
一
三
世
紀

に
ロ
ー
マ
教
皇
が
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
の
聖
職
禄
保
有
者
を
直
接
、
指

名
す
る
こ
と
が
増
え
て
い
っ
た
が
、
そ
の
間
にannates 

はfirst 
fruits

と
呼
ば
れ
る
よ
う
に
も
な
っ
た
。
本
稿
で
はannates 

を

聖
職
禄
取
得
納
金
、first fruits

を
初
年
度
聖
職
禄
上
納
金
と
訳
し

た
が
、annates 

とfirst fruits

は
同
義
語
で
あ
り
、
一
八
世
紀

に
お
い
て
も
両
方
の
言
葉
が
使
用
さ
れ
た（
（1
（

　
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
に
お
い
て
は
、
聖
職
禄
取
得
納
金
は
ジ
ョ
ン
王

( John, 

在
位1199-1216)

、
ま
た
は
次
の
ヘ
ン
リ
三
世( H

enry 
III, 

在
位1216-1272)

の
治
世
に
始
め
ら
れ
た
と
い
わ
れ
、
教
皇

ク
レ
メ
ン
ス
五
世
に
よ
っ
て
一
四
世
紀
初
め
に
一
般
的
に
な
っ
た（
（1
（

。

課
税
の
対
象
は
大
司
教
、
司
教
、
大
修
道
院
長
な
ど
の
高
位
聖
職
者

で
あ
っ
た
が
、
後
で
述
べ
る
よ
う
に
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
で
は
ヘ
ン
リ
八

世
治
世
に
高
位
の
み
な
ら
ず
下
位
の
聖
職
禄
保
有
者
ま
で
課
税
対
象

が
広
げ
ら
れ
る
。
ま
た
、
税
率
は
明
ら
か
で
は
な
い
が
、
三
分
の
一

で
は
な
く
初
年
度
収
入
を
す
べ
て
納
め
た
よ
う
で
あ
る（
（1
（

。
ヘ
ン
リ
八

世
治
世
の
聖
職
禄
取
得
納
金
に
関
す
る
法
律
で
は
上
納
金
は
教
皇
へ

支
払
わ
れ
て
い
た
と
書
か
れ
て
い
る
が
、
枢
機
卿
団
へ
の
言
及
は
な

い
た
め
、
教
皇
の
み
に
支
払
っ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　
ま
た
、
聖
職
禄
取
得
納
金
の
ほ
か
に
ア
ン
女
王
基
金
の
財
源
と

な
っ
た
重
要
な
税
が
、
十
分
の
一
献
金( tenths)

で
、
す
べ
て
の

聖
職
者
が
就
任
翌
年
か
ら
年
収
の
十
分
の
一
を
支
払
う
税
金
で
あ
っ

た
。
ヘ
ン
リ
三
世
治
世
の
一
二
二
九
年
、
ロ
ー
マ
教
皇
が
イ
ン
グ
ラ

ン
ド
国
王
へ
ロ
ー
マ
教
皇
大
使
を
送
り
、
神
聖
ロ
ー
マ
皇
帝
に
対
し

て
戦
争
を
続
け
る
た
め
に
十
分
の
一
献
金
の
交
付
を
求
め
た
。
国
王

は
聖
・
俗
の
貴
族
と
と
も
に
議
会
を
開
い
た
が
、
国
王
は
沈
黙
し
、

王
の
直
臣
は
明
確
に
反
対
し
、
司
教
た
ち
は
税
に
反
対
し
た
場
合
の

教
皇
の
非
難
に
耐
え
ら
れ
る
の
か
決
断
出
来
ず
に
い
た
。
し
か
し
結

局
、
教
皇
の
十
分
の
一
献
金
の
要
求
は
同
意
さ
れ
た
。
大
使
は
徴
税

す
る
権
威
を
教
皇
か
ら
与
え
ら
れ
て
お
り
、
彼
は
最
大
の
価
値
で
査

定
を
す
る
よ
う
指
示
を
出
し
た
。
国
王
や
司
教
は
破
門
や
聖
務
禁
止

を
恐
れ
て
、
厳
し
い
徴
税
が
実
行
さ
れ
た
。
聖
職
者
は
教
会
の
食
器

類
を
質
に
入
れ
た
り
売
却
し
た
り
せ
ざ
る
を
え
な
く
な
り
、
イ
タ
リ

ア
商
人
か
ら
お
金
を
借
り
て
借
金
を
完
済
し
た
と
い
う（
（1
（

。

　
司
教
の
大
多
数
は
国
王
の
寵
臣
か
ら
選
ば
れ
、
一
度
任
命
さ
れ
る

と
司
教
は
大
土
地
所
有
者
と
な
っ
た
。
中
世
の
司
教
区
に
は
三
〇
以

上
の
荘
園
が
付
属
し
て
い
た
か
ら
で
あ
る（
（1
（

。
聖
職
者
の
収
入
は
評
価

し
や
す
か
っ
た
た
め
、
彼
ら
は
課
税
に
よ
っ
て
苦
し
め
ら
れ
て
い

た
。
教
皇
庁
の
金
銭
的
要
求
は
絶
え
る
こ
と
な
く
、
聖
職
者
か
ら
税
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を
取
り
立
て
る
収
税
吏
た
ち
が
各
地
に
派
遣
さ
れ
、
合
法
的
に
徴
税

で
き
る
額
の
増
大
を
目
指
し
て
、
聖
職
者
の
収
入
の
査
定
を
繰
り
返

し
行
っ
た（
（1
（

。
教
皇
庁
を
支
え
る
た
め
に
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
の
金
が
流
出

す
る
こ
と
は
多
く
の
人
に
と
っ
て
我
慢
の
な
ら
な
い
こ
と
で
あ
り
、

一
三
世
紀
に
は
外
国
か
ら
の
干
渉
と
教
皇
庁
へ
の
上
納
金
に
対
す
る

反
感
が
次
第
に
高
ま
っ
て
い
っ
た
と
い
う（
（2
（

。

（
二
）
ヘ
ン
リ
八
世
と
カ
ト
リ
ッ
ク
教
会
の
対
立

　
中
世
に
ロ
ー
マ
教
皇
が
聖
職
者
に
課
し
て
い
た
聖
職
禄
取
得
納
金

と
十
分
の
一
献
金
は
、
年
間
一
万
六
〇
〇
〇
ポ
ン
ド
に
達
し
て
い
た

と
い
う
。
金
額
は
年
に
一
万
五
〇
〇
〇
ポ
ン
ド
や
一
万
七
〇
〇
〇
ポ

ン
ド
と
書
か
れ
た
研
究
も
あ
り
一
定
で
は
な
い
が（
（2
（

、
一
万
五
〇
〇
〇

ポ
ン
ド
前
後
で
あ
ろ
う
。
ソ
ー
ル
ズ
ベ
リ
主
教
ギ
ル
バ
ー
ト
・
バ
ー

ネ
ッ
ト( G

ilbert Burnet, 

在
任1689-1715)

に
よ
れ
ば
、
十
分

の
一
献
金
は
一
年
に
約
一
万
一
〇
〇
〇
ポ
ン
ド
、
不
定
期
の
初
年

度
聖
職
禄
上
納
金
は
一
年
で
五
〇
〇
〇
ポ
ン
ド
、
総
額
で
一
六
～

一
七
万
ポ
ン
ド
に
な
っ
た
と
述
べ
て
い
る（
（2
（

。
　

　
中
世
以
来
、
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
で
は
教
皇
庁
へ
の
上
納
金
の
支
払

い
に
は
不
満
が
高
ま
っ
て
い
た
が
、
一
五
三
〇
年
代
初
期
、
ヘ
ン

リ
八
世
が
王
妃
キ
ャ
サ
リ
ン
・
オ
ブ
・
ア
ラ
ゴ
ン( Catharine of 

Aragon)

と
の
婚
姻
無
効
を
め
ぐ
っ
て
ロ
ー
マ
教
皇
と
対
立
を
深
め

る
と
、聖
職
禄
取
得
納
金
の
支
払
い
を
取
り
止
め
る
こ
と
に
な
っ
た
。

ま
ず
、
一
五
三
二
年
に
「
ロ
ー
マ
教
区
へ
の
聖
職
禄
取
得
納
金
の

支
払
い
の
抑
制
に
つ
い
て
の
法
律
」( 23 H

enrici VIII c. 20, An 
A

ct concerning restraint of paym
ent of A

nnates to the 
See of Rom

e)

が
成
立
し
た
。
本
稿
で
は
代
表
的
な
二
つ
の
法
令

集
、Statutes at Large

お
よ
びStatutes of the R

ealm

を
用

い
て
法
律
の
内
容
を
検
討
し
て
い
く（
（2
（

。

　
こ
の
法
律
の
概
要
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

・
大
司
教
と
司
教
の
初
年
度
聖
職
禄
上
納
金
に
よ
っ
て
莫
大
な
富
が

ロ
ー
マ
へ
流
出
し
て
お
り
、
国
家
が
貧
困
に
な
っ
て
い
る
。

・
ヘ
ン
リ
七
世
治
世
二
年
目
か
ら
今
ま
で
［
一
四
八
六
年
か
ら

一
五
三
二
年
ま
で
］、
聖
職
禄
取
得
納
金
ま
た
は
初
年
度
聖
職
禄

上
納
金
と
し
て
八
〇
万
ダ
カ
ッ
ト
金
貨
、
す
な
わ
ち
少
な
く
と
も

一
万
六
〇
〇
〇
ポ
ン
ド
が
、
さ
ら
に
そ
の
他
の
税
金
も
ロ
ー
マ
へ

支
払
わ
れ
て
い
る
。

・
そ
れ
ゆ
え
、
今
後
、
大
司
教
と
司
教
の
聖
職
禄
取
得
納
金
の
違
法

な
支
払
い
は
す
べ
て
止
め
る
。

・
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
国
内
で
大
司
教
と
司
教
を
聖
別
し
、
今
後
は
イ

ン
グ
ラ
ン
ド
の
国
王
と
そ
の
子
孫
に
よ
っ
て
指
名
さ
れ
推
薦
さ
れ

る
。

・
こ
の
ロ
ー
マ
教
皇
庁
の
損
失
に
対
し
て
は
賠
償
を
す
る
。
も
し
も

可
能
で
あ
れ
ば
一
時
金
を
支
払
う
。

・
前
述
の
事
項
［
こ
の
法
律
の
内
容
］
は
、
一
五
三
三
年
の
イ
ー
ス
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タ
ー
ま
た
は
次
の
議
会
の
初
め
に
国
王
が
法
律
に
す
る
か
ど
う
か

宣
言
す
る
。

・
国
王
ヘ
ン
リ
の
治
世
二
五
年
［
一
五
三
四
年
］
七
月
九
日
に
、
国

王
が
前
述
の
法
律
を
批
准
し
国
王
裁
可
を
与
え
る
。

　
以
上
の
よ
う
に
、
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
で
は
教
皇
へ
の
高
位
聖
職
者
の

聖
職
禄
取
得
納
金
を
取
り
止
め
る
こ
と
、
ま
た
、
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
国

内
で
大
司
教
と
司
教（
（2
（

を
聖
別
す
る
こ
と
が
定
め
ら
れ
た
。
た
だ
し
、

こ
の
法
律
は
ま
だ
正
式
に
批
准
さ
れ
ず
、
一
五
三
四
年
に
国
王
裁
可

を
与
え
る
と
な
っ
て
い
る
。

　
そ
し
て
、
法
律25

H
enrici VIII c.20

が
一
五
三
四
年
に
制
定

さ
れ
た
。

・
こ
の
王
国
の
大
司
教
と
司
教
の
聖
職
禄
取
得
納
金
が
ロ
ー
マ
教
皇

へ
支
払
わ
れ
て
い
る
が
、
そ
の
よ
う
な
支
払
い
は
行
わ
な
い
。
聖

職
禄
取
得
納
金
は
国
王
と
そ
の
子
孫
に
支
払
わ
れ
る
べ
き
で
あ

る
。

・
こ
の
王
国
の
大
司
教
と
司
教
は
国
王
に
よ
っ
て
指
名
さ
れ
、
大
司

教
は
二
人
の
司
教
に
よ
っ
て
聖
別
さ
れ
る
。

・
先
の
法
律
を
ロ
ー
マ
司
教
、
つ
ま
り
ロ
ー
マ
教
皇
へ
知
ら
せ
た
が

返
事
は
な
か
っ
た
。
先
の
法
律
を
批
准
し
国
王
裁
可
を
与
え
る
。

・
聖
職
者
は
誰
も
ロ
ー
マ
教
皇
か
ら
指
名
を
受
け
る
こ
と
は
な
く
、

大
司
教
と
司
教
の
聖
職
禄
取
得
納
金
は
支
払
わ
な
い
。
　

・
す
べ
て
の
大
司
教
と
司
教
は
、
国
王
と
そ
の
後
継
者
に
よ
っ
て
推

薦
さ
れ
指
名
さ
れ
る
。
　

・
今
後
、
こ
の
王
国
で
国
王
と
そ
の
後
継
者
に
よ
っ
て
推
薦
さ
れ
指

名
さ
れ
、
聖
別
を
受
け
た
大
司
教
と
司
教
は
、
そ
の
他
の
［
す
で

に
ロ
ー
マ
教
皇
に
よ
っ
て
指
名
さ
れ
て
在
任
し
て
い
る
］
大
司
教

と
司
教
と
同
様
に
合
法
的
に
彼
ら
の
聖
務
日
課
を
執
り
行
う
。
　

　
こ
の
よ
う
に
、
ヘ
ン
リ
八
世
治
世
に
ロ
ー
マ
・
カ
ト
リ
ッ
ク
教
会

か
ら
の
分
離
が
進
み
、
大
司
教
と
司
教
の
聖
職
禄
取
得
納
金
の
支
払

い
先
が
教
皇
か
ら
国
王
と
そ
の
後
継
者
に
変
わ
っ
た
だ
け
で
な
く
、

彼
ら
を
教
皇
で
は
な
く
国
王
が
指
名
し
、
彼
ら
は
合
法
的
に
職
務
を

行
え
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
っ
た
。
さ
ら
に
、
一
五
三
四
年
一
一

月
、
国
王
至
上
法( 26 H

enrici VIII c. 1) 

が
成
立
し
、
カ
ト
リ
ッ

ク
教
会
か
ら
独
立
し
た
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
国
教
会
が
成
立
し
た
。
続
け

て
、
初
年
度
聖
職
禄
上
納
金
と
十
分
の
一
献
金
に
関
す
る
法
律 ( 26 

H
enrici VIII c. 3)

も
制
定
さ
れ
た
。

　
こ
の
法
律
に
よ
っ
て
、
大
主
教
・
主
教
だ
け
で
な
く
、
よ
り
下
位

の
聖
職
禄
保
有
者
も
上
納
金
を
国
王
へ
支
払
う
こ
と
に
な
り
、
課
税

対
象
が
拡
大
さ
れ
た
。
内
容
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

・
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
国
教
会
の
首
長
で
あ
り
、
こ
の
王
国
す
べ
て
の
統

治
、
保
護
、
防
衛
、
維
持
を
担
う
主
権
者
で
あ
る
国
王
陛
下
の
財

産
を
増
加
さ
せ
る
。

・
次
の
［
一
五
三
五
年
］
一
月
一
日
以
降
に
指
名
さ
れ
る
大
主
教
の

職
、
主
教
の
職
、
大
修
道
院
、
修
道
院
、
小
修
道
院
、
基
金
に
よ
っ



－  38  －－  39  －

史
苑
（
第
七
八
巻
第
一
号
）

て
共
同
生
活
す
る
修
道
院
、
慈
善
施
設
、
大
執
事
の
職
、
首
席
司

祭
、
首
席
司
祭
の
職
、
聖
堂
参
事
会
員
の
聖
職
禄
、
教
会
区
牧
師

の
聖
職
禄
、
教
区
代
理
司
祭
（vicar

）
の
聖
職
禄
、
寄
進
で
維

持
さ
れ
る
聖
職
者
、
ほ
か
の
高
位
聖
職
者
、
聖
職
禄
付
き
聖
職
者
、

前
述
し
た
教
会
の
職
務
や
昇
進
を
し
た
者
、
そ
の
よ
う
な
す
べ
て

の
人
々
は
国
王
へ
初
年
度
聖
職
禄
上
納
金
と
そ
の
一
年
間
の
聖
職

禄
の
利
益
を
支
払
う
。

・［
す
で
に
在
職
し
て
い
る
上
述
の
聖
職
者
］
は
す
べ
て
の
年
収
の

十
分
の
一
を
国
王
へ
支
払
う
。

・
大
主
教
、
主
教
は
彼
ら
の
主
教
区
に
お
い
て
、
十
分
の
一
献
金
を

徴
収
し
支
払
う
よ
う
委
託
さ
れ
る
。

・
初
年
度
聖
職
禄
上
納
金
と
十
分
の
一
献
金
を
支
払
わ
な
い
聖
職
禄

保
有
者
は
、
ま
る
で
死
亡
し
た
か
の
よ
う
に
明
白
に
免
職
さ
れ
無

効
と
さ
れ
る
。

　
以
上
の
よ
う
に
、
ヘ
ン
リ
八
世
治
世
に
は
聖
職
者
か
ら
の
上
納
金

が
教
皇
で
は
な
く
国
王
に
支
払
わ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
王
室
財
政
が

強
化
さ
れ
た
。
た
だ
し
、
そ
れ
ら
の
上
納
金
の
使
途
は
国
王
の
自
由

で
あ
り
、
教
会
や
貧
し
い
聖
職
者
の
た
め
に
使
わ
れ
た
わ
け
で
は
な

か
っ
た（
（2
（

。

第
二
章
　
ア
ン
女
王
基
金
の
成
立
と
聖
職
禄
の
増
額

（
一
）
ア
ン
女
王
基
金
の
提
案

　
ヘ
ン
リ
八
世
の
長
女
で
カ
ト
リ
ッ
ク
教
徒
の
メ
ア
リ( M

ary, 

在

位1553-1558)

の
治
世
に
な
る
と
、
ヘ
ン
リ
治
世
の
宗
教
に
関
す

る
法
律
は
次
々
と
廃
止
さ
れ
た
。
そ
し
て
、
一
五
五
五
年
の
法
律 ( 2 

&
 3

Philippi &
 M

ariae c. 4)

　
に
よ
っ
て
、
女
王
へ
の
聖
職
禄

取
得
納
金
、つ
ま
り
初
年
度
聖
職
禄
上
納
金
の
支
払
い
は
廃
止
さ
れ
、

女
王
へ
の
毎
年
の
十
分
の
一
献
金
は
今
後
、
神
の
た
め
の
用
途
に
用

い
ら
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
彼
女
の
死
後
、
穏
健
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト

で
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
国
教
会
を
再
建
し
よ
う
と
し
て
い
た
エ
リ
ザ
ベ
ス

( Elizabeth, 

在
位1558-1603)

の
治
世
に
な
る
と
、
再
び
女
王

へ
の
聖
職
禄
取
得
納
金
と
十
分
の
一
献
金
が
復
活
し
た
。
一
五
五
八

年
に
次
の
よ
う
な
内
容
の
法
律 ( 1 Elizabethae c. 4)

が
制
定
さ

れ
た
が
、
貧
し
い
聖
職
者
へ
の
配
慮
も
見
ら
れ
た
。

・
こ
の
議
会
の
初
日
か
ら2

&
3 Philippi &

 M
ariae c.4

は
廃

止
す
る
。

・
こ
の
議
会
の
初
日
か
ら
、
国
王
へ
の
初
年
度
聖
職
禄
上
納
金
と
十

分
の
一
献
金
に
つ
い
て
の
法
律26

H
en. V

III. c.3

を
復
活
さ

せ
る
。

・
年
収
一
〇
ポ
ン
ド
を
超
え
な
い
教
区
代
理
司
祭
、
年
収
一
〇
マ
ル

ク
を
超
え
な
い
聖
職
禄
保
有
者
は
初
年
度
聖
職
禄
上
納
金
を
免
除
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さ
れ
る
。
　

　
エ
リ
ザ
ベ
ス
以
降
、
聖
職
禄
取
得
納
金
や
十
分
の
一
献
金
に
関
す

る
法
律
に
変
化
は
な
く
、
王
室
の
た
め
に
上
納
金
は
用
い
ら
れ
て
い

く
。
し
か
し
、
ソ
ー
ル
ズ
ベ
リ
主
教
バ
ー
ネ
ッ
ト
の
よ
う
に
、
貧
し

い
聖
職
者
を
考
慮
し
上
納
金
を
彼
ら
の
た
め
に
支
出
し
よ
う
と
提
案

す
る
者
も
い
た
。
彼
に
よ
れ
ば
、
チ
ャ
ー
ル
ズ
一
世( Charles I, 

在
位1625-1649)

の
時
代
も
、
チ
ャ
ー
ル
ズ
二
世( Charles II, 

在
位1660-1685)

の
時
代
も
上
納
金
は
教
会
の
た
め
に
は
用
い
ら

れ
ず
、
改
善
も
な
さ
れ
な
か
っ
た
。
チ
ャ
ー
ル
ズ
二
世
の
治
世
は
愛

妾
と
庶
子
の
た
め
に
使
わ
れ
て
い
た
。
よ
り
宗
教
的
な
目
的
の
た
め

に
使
う
よ
う
改
善
の
要
望
が
出
さ
れ
た
こ
と
は
な
く
、
こ
の
よ
う

な
状
態
が
続
い
て
き
た
。
年
収
約
二
〇
ポ
ン
ド
に
満
た
な
い
聖
職

者
は
数
百
人
も
お
り
、
五
〇
ポ
ン
ド
に
満
た
な
い
者
は
数
千
人
い

た
と
い
う
。
ウ
ィ
リ
ア
ム
三
世( W
illiam

 III,

在
位1689-1702)

の
治
世
も
同
様
で
、
第
三
代
サ
ン
ダ
ー
ラ
ン
ド
伯
爵( 3rd Earl of 

Sunderland, Charles Spencer, 1675-1722)

な
ど
の
有
力
政

治
家
に
上
納
金
が
与
え
ら
れ
て
い
た（
（2
（

。
バ
ー
ネ
ッ
ト
は
『
宗
教
改
革

史
』
を
執
筆
し
て
い
た
一
六
七
〇
年
代
か
ら
貧
し
い
聖
職
者
の
問
題

を
検
討
し
て
お
り
、
ウ
ィ
リ
ア
ム
三
世
の
治
世
の
頃
に
、
ア
ン
や
有

力
政
治
家
の
初
代
ゴ
ド
ル
フ
ィ
ン
伯
爵( 1st Earl of G

odolphin, 
Sidney G

odolphin, 1645-1712)

に
も
よ
く
こ
の
事
を
話
し
て

い
た
と
い
う（
（2
（

。
非
国
教
徒
の
オ
ラ
ン
ダ
人
国
王
ウ
ィ
リ
ア
ム
三
世
に

比
べ
て
、
ア
ン
は
熱
心
な
国
教
徒
で
あ
り
可
能
性
が
高
か
っ
た
の
で

あ
ろ
う
。

　
一
七
〇
四
年
、
バ
ー
ネ
ッ
ト
や
ヨ
ー
ク
大
主
教
ジ
ョ
ン
・
シ
ャ
ー

プ( John Sharp, 

在
任1691-1714)

の
勧
告
を
そ
れ
ぞ
れ
か
ら

受
け
て
、
ア
ン
女
王
は
貧
し
い
聖
職
者
の
給
与
を
増
額
す
る
た
め
に

設
け
た
基
金
に
聖
職
禄
取
得
納
金
と
十
分
の
一
献
金
を
全
額
寄
付
す

る
こ
と
に
し
た
。
そ
し
て
、
ゴ
ド
ル
フ
ィ
ン
伯
と
シ
ャ
ー
プ
に
よ
っ

て
一
七
〇
四
年
一
月
は
じ
め
に
計
画
が
な
さ
れ
た（
（2
（

。
一
七
一
八
年
に

ピ
ー
タ
ー
バ
ラ
主
教
と
な
る
国
教
会
聖
職
者
ホ
ワ
イ
ト
・
ケ
ネ
ッ
ト

( W
hite K

ennett, 1660-1728)

の
著
作
に
よ
れ
ば
、
ゴ
ド
ル
フ
ィ

ン
伯
は
一
七
〇
三
年
か
ら
す
で
に
貧
し
い
聖
職
者
を
救
済
す
る
た
め

の
方
策
を
考
え
て
い
た
よ
う
で
あ
る（
（2
（

。
一
七
〇
三
年
七
月
、
ゴ
ド
ル

フ
ィ
ン
伯
は
セ
ン
ト
・
デ
イ
ヴ
ィ
ッ
ド
主
教
区
の
大
執
事
た
ち
へ
の

書
簡
で
、
ア
ン
女
王
基
金
法
案
に
お
い
て
、
年
収
三
〇
～
四
〇
ポ
ン

ド
未
満
の
貧
し
い
聖
職
者
に
対
し
て
は
初
年
度
聖
職
禄
上
納
金
を
免

除
す
る
条
項
を
加
え
る
こ
と
を
忘
れ
て
は
い
け
な
い
と
書
い
た
と
い

う
。
結
局
、
こ
の
条
項
は
入
ら
な
い
の
で
あ
る
が
、
彼
が
草
稿
を
考

え
て
い
た
可
能
性
が
あ
る（
（3
（

。

　
一
七
〇
四
年
二
月
七
日
、
庶
民
院
に
お
い
て
、
ア
ン
女
王
基
金
を

提
案
す
る
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
読
み
上
げ
ら
れ
た（
（3
（

。「
女
王
陛
下
は
、
こ

の
王
国
の
様
々
な
地
域
の
聖
職
者
の
見
劣
り
の
す
る
不
十
分
な
生
計

費
に
緩
和
を
与
え
よ
う
と
真
剣
に
考
慮
さ
れ
、
貧
し
い
聖
職
者
に
対
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す
る
十
分
の
一
献
金
の
延
滞
金
を
喜
ん
で
免
除
さ
れ
る
こ
と
に
し

た
。
そ
し
て
彼
ら
の
生
計
費
を
増
加
さ
せ
る
た
め
に
、
女
王
陛
下
は

初
年
度
聖
職
禄
上
納
金
と
十
分
の
一
献
金
か
ら
生
じ
る
彼
女
の
す
べ

て
の
歳
入
を
交
付
さ
れ
る
と
喜
ん
で
宣
言
さ
れ
た
。」
同
日
、
そ
れ

に
つ
い
て
の
庶
民
院
の
奉
答
文
が
捧
げ
ら
れ
、
女
王
へ
の
感
謝
が
伝

え
ら
れ
た（
（3
（

。
さ
ら
に
二
月
一
一
日
、
庶
民
院
で
、
こ
の
目
的
を
よ
り

効
果
的
に
し
て
い
く
よ
う
に
と
い
う
、
女
王
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
読
ま

れ
た
。
二
月
一
五
日
に
聖
職
者
会
議
に
お
い
て
聖
職
者
か
ら
女
王
へ

の
奉
答
文
と
感
謝
の
言
葉
が
述
べ
ら
れ
、
女
王
か
ら
は
、
法
に
よ
っ

て
確
立
さ
れ
た
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
国
教
会
を
常
に
保
護
し
続
け
て
い

く
、
と
い
う
返
事
が
な
さ
れ
た（
（3
（

。
そ
し
て
四
月
三
日
、
法
案
は
女
王

の
裁
可
を
受
け
た（
（3
（

。
　

（
二
）
ア
ン
女
王
基
金
法
と
第
二
勅
許
状

　
こ
こ
で
は
ア
ン
女
王
基
金
法( 2

&
3 Annae c. 20, 2

&
3 

Annae c. 11)

（
（3
（

お
よ
び
、
そ
れ
に
関
連
す
る
法
律
を
検
討
し
て
い

き
た
い
。
ア
ン
女
王
基
金
法
の
タ
イ
ト
ル（
（3
（

は
「
女
王
陛
下
が
初
年
度

聖
職
禄
上
納
金
と
十
分
の
一
献
金
の
収
入
を
永
久
に
譲
渡
さ
れ
る
こ

と
に
よ
っ
て
、
そ
し
て
ま
た
他
の
人
々
が
同
様
の
目
的
の
た
め
に
補

助
金
を
与
え
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
貧
し
い
聖
職
者
の
生
計
費
を
増
加

さ
せ
る
た
め
の
女
王
陛
下
の
仁
慈
深
い
ご
意
向
を
よ
り
効
果
的
に
す

る
た
め
の
法
律
」
で
あ
り
、
概
要
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。
　

・
陛
下
は
貧
し
い
聖
職
者
の
た
め
に
、
十
分
の
一
献
金
の
延
滞
金
を

免
除
す
る
だ
け
で
な
く
、
初
年
度
聖
職
禄
上
納
金
と
十
分
の
一
献

金
か
ら
生
じ
る
す
べ
て
の
収
入
を
、
貧
し
い
聖
職
者
の
生
計
費
を

増
加
さ
せ
る
た
め
永
久
に
譲
渡
す
る
と
宣
言
す
る
。

・
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
、
ウ
ェ
ー
ル
ズ
、
ベ
リ
ッ
ク
・
ア
ポ
ン
・
ト
ゥ
イ
ー

ド
の
町
の
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
国
教
会
の
貧
し
い
聖
職
者
の
生
計
費
を

増
加
さ
せ
る
た
め
に
、
女
王
が
任
命
し
て
法
人
を
設
立
す
る
。

・
初
年
度
聖
職
禄
上
納
金
と
十
分
の
一
献
金
に
関
す
る
す
べ
て
の
法

律
は
効
力
を
持
ち
続
け
る
。

　
こ
の
法
律
で
は
貧
し
い
聖
職
者
の
給
与
を
増
加
さ
せ
る
た
め
の
法

人
を
設
立
す
る
こ
と
が
定
め
ら
れ
て
い
る
が
、
貧
し
さ
の
基
準
や
、

給
与
を
増
加
さ
せ
る
た
め
の
具
体
的
な
支
援
方
法
、
補
助
金
の
分
配

方
法
は
述
べ
ら
れ
て
い
な
い
の
で
あ
る（
（3
（

。
一
七
〇
四
年
一
一
月
三
日

に
第
一
勅
許
状
が
発
行
さ
れ
る
と
、
法
人
が
設
立
さ
れ
法
人
の
理
事

( G
overnor)

が
決
め
ら
れ
た
。
彼
ら
は
す
べ
て
の
聖
職
者
の
年
収

を
調
査
す
る
こ
と
に
な
り
、
事
務
局
長
と
財
務
担
当
者
も
任
命
さ
れ

た（
（3
（

。
第
一
勅
許
状
で
は
年
収
八
〇
ポ
ン
ド
よ
り
下
の
聖
職
禄
の
数
を

調
査
し
確
認
す
る
こ
と
に
な
っ
た
が
、
ま
だ
聖
職
者
支
援
の
方
法
は

書
か
れ
て
い
な
か
っ
た
。

　
一
七
〇
六
年
に
、
ア
ン
女
王
基
金
法
を
強
化
す
る
法
律( 5 

Annae c. 24)

（
（3
（

が
制
定
さ
れ
た
。
そ
れ
に
よ
っ
て
、
年
収
五
〇
ポ

ン
ド
を
超
え
な
い
聖
職
禄
保
有
者
は
初
年
度
聖
職
禄
上
納
金
と
十
分
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イ
ン
グ
ラ
ン
ド
国
教
会
と
ア
ン
女
王
基
金
（
青
柳
）

の
一
献
金
お
よ
び
、
そ
れ
ら
の
延
滞
金
か
ら
免
除
さ
れ
る
こ
と
に

な
っ
た
。
た
だ
し
、
一
七
〇
四
年
一
一
月
三
日
よ
り
前
に
授
与
さ
れ

て
い
た
聖
職
禄
保
有
者
の
十
分
の
一
献
金
に
ま
で
は
、
こ
の
法
律
は

及
ば
な
い
と
さ
れ
免
除
さ
れ
な
か
っ
た
。
し
か
し
、
こ
の
法
律
の
お

か
げ
で
、
約
三
九
〇
〇
個
の
貧
し
い
聖
職
禄
保
有
者
が
初
年
度
聖
職

禄
上
納
金
と
十
分
の
一
献
金
を
免
除
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
と
い

う
。
一
七
一
〇
年
一
月
一
九
日
の
法
人
の
事
務
局
長
ジ
ョ
ン
・
チ
ェ

ン
バ
レ
ン( John Cham

berlain) 

か
ら
女
王
へ
の
上
奏
文
に
よ
る

と
、イ
ン
グ
ラ
ン
ド
と
ウ
ェ
ー
ル
ズ
で
約
一
万
個
の
聖
職
禄
の
う
ち
、

約
四
〇
〇
〇
個
が
十
分
の
一
献
金
と
初
年
度
聖
職
禄
上
納
金
の
支
払

い
か
ら
免
除
さ
れ
た（
（4
（

。

　
一
七
〇
七
年
初
頭
、
理
事
は
規
約
を
準
備
し
作
成
す
る
た
め
の
委

員
会
を
設
立
し
、
そ
の
委
員
会
に
よ
っ
て
、
一
七
一
三
年
三
月
五
日

に
第
二
勅
許
状
が
成
立
し
た（
（4
（

。
聖
職
者
の
年
収
の
調
査
に
時
間
が
か

か
っ
た
た
め
か
、
法
人
設
立
か
ら
一
〇
年
近
く
時
間
が
た
っ
て
第
二

勅
許
状
が
発
行
さ
れ
た
。
こ
こ
で
二
〇
の
規
約
が
定
め
ら
れ
、
貧
し

い
聖
職
者
を
援
助
す
る
た
め
の
基
金
の
分
配
方
法
も
決
定
し
た
。
理

事
は(

ａ)

貴
族
、
高
官( O

fficers of State)

、(

ｂ)

聖
職
者
の

二
つ
の
ク
ラ
ス
に
分
け
て
任
命
さ
れ
た
。
職
権
上
、
カ
ン
タ
ベ
リ
大

主
教
、
ヨ
ー
ク
大
主
教
、
庶
民
院
議
長
、
枢
密
院
議
員
な
ど
が
理
事

を
務
め
た
。
最
初
、
理
事
の
人
数
は
全
部
で
約
二
〇
〇
人
で
あ
っ
た

が
、
一
八
六
八
年
に
は
五
八
〇
人
、
一
九
〇
一
年
に
は
六
五
〇
人
に

な
り
、
そ
の
後
も
増
加
し
て
い
っ
た（
（4
（

。
理
事
た
ち
は
少
な
い
聖
職
禄

に
つ
い
て
の
報
告
書
を
入
手
し
て
い
た
。
第
二
勅
許
状
の
二
〇
の
規

約
の
う
ち
、
生
計
費
増
加
の
た
め
の
方
法
と
し
て
重
要
な
も
の
を
次

に
挙
げ
た
い（
（4
（

。
　

一
、補
助
金
を
与
え
る
の
で
は
な
く
、土
地
を
購
入
す
る
こ
と
に
よ
っ

て
聖
職
禄
を
増
加
さ
せ
る
。

二
、
そ
れ
ぞ
れ
の
聖
職
禄
に
二
〇
〇
ポ
ン
ド
を
与
え
て
、
土
地
を
購

入
さ
せ
る
。

三
、
年
収
一
〇
ポ
ン
ド
を
超
え
な
い
者
か
ら
支
援
を
開
始
す
る
。

四
、
基
金
へ
の
寄
付
を
促
進
す
る
。
寄
付
金
が
寄
せ
ら
れ
た
と
こ
ろ

で
は
、
年
収
三
五
ポ
ン
ド
を
超
え
な
い
者
に
対
し
て
二
〇
〇
ポ

ン
ド
与
え
る
。

　
こ
の
方
法
は
、
貧
し
い
聖
職
者
の
給
与
額
を
直
接
上
げ
る
の
で
は

な
く
、
彼
ら
に
は
ア
ン
女
王
基
金
が
提
供
し
た
二
〇
〇
ポ
ン
ド
の
資

金
で
土
地
を
購
入
し
て
も
ら
い
、
そ
の
土
地
の
地
代
に
よ
っ
て
給
与

を
増
加
さ
せ
る
と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
。
貧
し
い
聖
職
禄
保
有
者
に

現
金
を
渡
す
方
法
は
彼
ら
を
早
く
幅
広
く
救
済
で
き
る
が
、
そ
れ
で

は
永
久
的
な
財
政
の
改
善
に
は
な
ら
な
か
っ
た
。
一
方
、
土
地
へ
の

投
資
は
利
益
が
出
る
ま
で
あ
と
何
年
も
か
か
る
が
、
長
期
間
利
益
を

得
る
こ
と
が
で
き
、永
久
的
な
財
政
の
改
善
に
な
っ
た
。
そ
の
た
め
、

理
事
た
ち
は
こ
の
方
針
に
同
意
し
た
の
で
あ
っ
た
。

　
基
本
的
な
補
助
金
の
支
給
基
準
は
年
収
が
一
〇
ポ
ン
ド
以
下
の
者
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で
、
こ
の
グ
ル
ー
プ
に
当
て
は
ま
る
聖
職
者
か
ら
全
員
が
選
ば
れ
る

ま
で
年
に
一
回
抽
選
す
る
こ
と
に
な
っ
た（
（4
（

。
理
事
た
ち
は
今
後
、
年

収
二
〇
ポ
ン
ド
以
下
、
さ
ら
に
五
〇
ポ
ン
ド
以
下
の
聖
職
者
の
給
与

も
増
加
さ
れ
る
べ
き
だ
と
考
え
て
い
た
。
さ
ら
に
基
金
（
ア
ン
女
王

か
ら
与
え
ら
れ
た
譲
渡
金
）
だ
け
で
な
く
、
私
的
な
個
人
や
法
人
か

ら
の
寄
付
も
集
め
ら
れ
、
年
収
三
五
ポ
ン
ド
以
下
の
聖
職
者
を
援
助

す
る
た
め
に
準
備
さ
れ
た（
（4
（

。
法
人
の
方
針
は
、
①
年
収
一
〇
ポ
ン
ド

を
超
え
な
い
者
を
基
金
の
み
で
援
助
す
る
、
②
年
収
三
五
ポ
ン
ド
を

超
え
な
い
者
を
基
金
と
私
的
な
寄
付
金
の
合
同
で
援
助
す
る
、
と
い

う
も
の
で
あ
っ
た
。
一
七
一
三
年
、
理
事
に
よ
っ
て
、
事
務
局
長
は

少
な
い
聖
職
禄
を
増
額
す
る
た
め
に
年
収
一
〇
ポ
ン
ド
以
下
の
聖
職

禄
と
三
五
ポ
ン
ド
以
下
の
聖
職
禄
を
調
査
し
て
、
二
つ
の
リ
ス
ト
を

準
備
す
る
よ
う
命
じ
ら
れ
た
。
　

　
さ
て
、『
ア
ン
女
王
基
金
報
告
書
』
と
い
う
報
告
書
が
一
七
三
六

年
に
刊
行
さ
れ
た（
（4
（

。
一
七
三
六
年
四
月
の
貴
族
院
の
命
令
に
従
っ

て
、
基
金
の
理
事
は
法
人
の
収
支
報
告
お
よ
び
、
カ
ン
タ
ベ
リ
大
主

教
区
以
下
、
す
べ
て
の
二
六
主
教
区
に
対
し
て
貧
し
い
聖
職
禄
の
金

額
と
数
を
調
査
し
た
が
、
そ
の
デ
ー
タ
を
も
と
に
し
た
報
告
書
で
あ

る
。
ま
ず
一
七
〇
五
年
か
ら
一
七
三
五
年
ま
で
の
毎
年
の
収
支
報
告

が
収
録
さ
れ
て
い
る
。
初
期
の
段
階
で
は
資
金
運
用
の
ル
ー
ル
が
決

ま
っ
て
い
な
か
っ
た
た
め
か
、
一
七
〇
五
年
か
ら
一
七
一
四
年
ま
で

は
貧
し
い
聖
職
者
の
た
め
の
支
出
は
行
わ
れ
て
い
な
か
っ
た
。
こ
の

最
初
の
十
年
間
の
支
出
に
つ
い
て
調
査
し
た
と
こ
ろ
、
財
務
府
と
大

蔵
省
へ
の
手
数
料
や
事
務
局
長
へ
の
給
与
の
支
払
い
が
な
さ
れ
て
い

た
。
一
七
〇
五
年
は
財
務
府
と
大
蔵
省
へ
の
手
数
料
が
二
〇
ポ
ン
ド

五
シ
リ
ン
グ
、
事
務
局
長
へ
の
給
与
が
一
七
一
ポ
ン
ド
八
シ
リ
ン
グ

と
い
う
二
件
の
支
払
い
記
録
が
あ
る
。
一
七
〇
六
年
の
支
出
は
、
勅

許
状
の
印
刷
費
が
三
〇
ポ
ン
ド
一
〇
シ
リ
ン
グ
、
事
務
局
長
へ
の
給

与
が
一
九
〇
ポ
ン
ド
一
〇
シ
リ
ン
グ
で
あ
っ
た
。
一
七
〇
六
年
と

一
七
〇
七
年
以
外
は
毎
年
、
財
務
府
と
大
蔵
省
へ
の
手
数
料
が
支
払

わ
れ
て
い
る
が
、
金
額
は
年
に
よ
っ
て
異
な
り
約
二
〇
か
ら
四
〇
ポ

ン
ド
で
あ
っ
た
。
事
務
局
長
へ
の
給
与
の
支
払
い
は
毎
年
な
さ
れ
て

お
り
、
こ
ち
ら
も
金
額
は
年
に
よ
っ
て
変
化
す
る
が
、
約
一
〇
〇
か

ら
二
四
〇
ポ
ン
ド
で
あ
っ
た
。
事
務
弁
護
士
へ
の
支
払
い
が
な
さ
れ

た
年
も
あ
る
。

　
ま
た
、
一
七
〇
九
年
か
ら
一
七
一
二
年
ま
で
の
四
年
間
に

合
計
約
八
六
〇
〇
ポ
ン
ド
が
ウ
ォ
ル
グ
レ
イ
ヴ
夫
人( Lady 

W
aldegrave)

（
（4
（

と
い
う
人
物
へ
支
払
わ
れ
て
い
た
が
、
そ
の
記
録

は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

　
一
七
〇
九
年
、
彼
女
の
年
金
の
延
滞
金
お
よ
び
、
そ
れ
の
取
得
の

た
め
の
支
払
い
の
一
部
と
し
て
、
六
〇
〇
〇
ポ
ン
ド
。

　
一
七
一
〇
年
、
彼
女
の
元
金
と
利
息
の
一
部
と
し
て
、
一
三
九
〇

ポ
ン
ド
一
二
シ
リ
ン
グ
七
ペ
ン
ス
。

　
一
七
一
一
年
、
彼
女
の
元
金
と
利
息
の
一
部
と
し
て
、
九
〇
〇
ポ
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ン
ド
。

　
一
七
一
二
年
、
彼
女
の
元
金
と
利
息
の
全
額
の
支
払
い
と
し
て
、

三
五
三
ポ
ン
ド
一
九
ペ
ン
ス
一
〇
シ
リ
ン
グ
。

　
こ
の
記
録
か
ら
推
測
す
る
と
、
彼
女
は
聖
職
禄
取
得
納
金
と
十
分

の
一
献
金
の
一
部
を
受
け
取
る
年
金
受
給
者
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、

一
七
〇
四
年
の
ア
ン
女
王
基
金
法
に
よ
っ
て
そ
れ
ら
は
貧
し
い
聖
職

者
の
た
め
に
譲
渡
す
る
と
決
定
さ
れ
た
た
め
、
彼
女
へ
の
年
金
の
支

払
い
は
行
わ
れ
て
い
な
か
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
そ
の
後
、
彼
女
か
ら

年
金
を
取
得
す
る
た
め
に
ア
ン
女
王
基
金
の
理
事
が
四
年
間
か
け
て

支
払
い
を
行
い
、
一
七
一
二
年
に
全
額
を
支
払
い
終
え
た
と
考
え
ら

れ
る
。

　（三
）
一
八
世
紀
前
半
の
ア
ン
女
王
基
金
の
発
展

　
こ
こ
で
は
、
同
時
代
史
料
を
も
と
に
基
金
が
ど
の
よ
う
に
運
用
さ

れ
て
い
た
の
か
、
ど
の
よ
う
な
成
果
が
あ
っ
た
の
か
を
明
ら
か
に
し

た
い
。
す
で
に
述
べ
た
よ
う
に
、
基
金
は
一
七
〇
四
年
に
設
立
さ
れ

た
が
、
一
七
一
三
年
の
第
二
勅
許
状
が
発
行
さ
れ
る
ま
で
、
貧
し

い
聖
職
者
へ
の
補
助
金
の
配
分
方
法
は
定
め
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
。

『
ア
ン
女
王
基
金
報
告
書
』
に
お
け
る
一
七
〇
五
年
以
降
の
毎
年
の

支
出
の
記
録
で
は
、
一
七
一
五
年
に
初
め
て
聖
職
禄
の
増
額
の
た
め

に
二
回
に
分
け
て
一
四
五
ポ
ン
ド
と
四
〇
〇
ポ
ン
ド
、
合
計
五
四
五

ポ
ン
ド
が
支
出
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
報
告
書
に
は
一
七
一
四
年
か
ら

一
七
三
五
年
ま
で
の
後
援
者
の
リ
ス
ト
が
収
録
さ
れ
て
お
り
、
後
援

者
の
氏
名
、
居
住
地
の
地
名
、
理
事
に
支
払
わ
れ
た
寄
付
金
の
金
額

を
知
る
こ
と
が
で
き
る
。
た
だ
、
こ
の
報
告
書
は
全
主
教
区
の
貧
し

い
聖
職
禄
の
個
数
の
調
査
が
中
心
で
あ
り
、
毎
年
、
ど
の
教
区
の
聖

職
禄
に
援
助
を
し
た
の
か
、
合
計
で
ど
れ
だ
け
の
資
金
が
用
い
ら
れ

た
の
か
と
い
う
こ
と
は
分
か
ら
な
か
っ
た
。

　
一
八
世
紀
初
期
の
基
金
に
つ
い
て
『
ア
ン
女
王
基
金
会
報
』
と
い

う
史
料
も
あ
る（
（4
（

。
初
版
が
一
七
〇
四
年
か
ら
一
七
一
八
年
の
ク
リ
ス

マ
ス
ま
で
の
基
金
の
記
録
を
ま
と
め
た
も
の
で
、
一
七
一
九
年
に
刊

行
さ
れ
た
。
こ
れ
に
一
七
二
〇
年
の
ク
リ
ス
マ
ス
ま
で
の
二
年
間
の

デ
ー
タ
を
追
加
し
た
第
二
版
が
、
一
七
二
五
年
に
刊
行
さ
れ
た
。
本

稿
で
は
第
二
版
の
会
報
を
使
用
し
た
。
ま
ず
、
年
収
一
〇
ポ
ン
ド
を

超
え
な
い
貧
し
い
聖
職
禄
か
ら
抽
選
で
選
び
、
聖
職
禄
取
得
納
金
と

十
分
の
一
献
金
か
ら
援
助
し
た
。
ま
た
、
法
人
は
王
室
へ
徴
収
さ
れ

た
税
金
に
頼
る
だ
け
で
な
く
、
一
般
か
ら
の
寄
付
金
も
受
け
付
け
て

お
り
、
収
録
さ
れ
て
い
る
後
援
者
リ
ス
ト
か
ら
も
多
く
の
後
援
者
が

い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
後
援
者
リ
ス
ト
で
は
一
七
一
四
年
七
月
か
ら

一
七
二
〇
年
一
二
月
ま
で
、
氏
名
、
居
住
地
の
地
名
、
州
、
寄
付
金

の
金
額
、
寄
付
先
の
教
区
名
、
教
会
名
が
記
録
さ
れ
て
お
り
、『
ア

ン
女
王
基
金
報
告
書
』
よ
り
も
詳
し
い
内
容
に
な
っ
て
い
る
。
彼
ら

は
俗
人
の
富
裕
層
が
多
い
が
聖
職
者
も
含
ま
れ
て
い
た
。
後
援
者
は

一
年
に
二
〇
〇
ポ
ン
ド
の
寄
付
を
し
て
く
れ
た
人
々
が
多
く
、
希
望
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す
る
教
区
の
教
会
に
寄
付
を
し
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
寄

付
金
と
王
室
か
ら
の
譲
渡
金
を
合
わ
せ
た
財
源
か
ら
、
年
収
三
五
ポ

ン
ド
を
超
え
な
い
聖
職
者
に
二
〇
〇
ポ
ン
ド
の
援
助
を
し
た
の
で

あ
っ
た（
（4
（

。

　
こ
の
会
報
に
は
、
一
七
一
八
年
お
よ
び
一
七
一
九
年
の
二
年
分
の

支
援
に
つ
い
て
の
記
録
が
記
載
さ
れ
て
い
る
。
一
七
一
八
年
の
法
人

の
収
入
は
一
万
四
〇
〇
〇
ポ
ン
ド
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
、
抽
選
で
選

ば
れ
た
年
収
一
〇
ポ
ン
ド
以
下
の
聖
職
禄
は
二
一
個
、
寄
付
金
が
寄

せ
ら
れ
た
年
収
三
五
ポ
ン
ド
以
下
の
聖
職
禄
は
四
九
個
、
合
計
七
〇

個
で
あ
っ
た
。こ
の
七
〇
個
の
聖
職
禄
に
対
し
て
各
二
〇
〇
ポ
ン
ド
、

合
計
一
万
四
〇
〇
〇
ポ
ン
ド
を
与
え
た
こ
と
に
な
る（
（5
（

。
一
七
一
九
年

の
場
合
は
、
年
収
一
〇
ポ
ン
ド
以
下
の
聖
職
禄
が
六
個
、
年
収
三
五

ポ
ン
ド
以
下
の
聖
職
禄
が
五
七
個
、
合
計
六
三
個
の
聖
職
禄
を
援
助

し
て
い
る
。
さ
ら
に
会
報
に
は
、
ど
の
教
区
が
抽
選
で
二
〇
〇
ポ
ン

ド
受
け
取
っ
た
の
か
、
聖
職
禄
の
リ
ス
ト
も
収
録
さ
れ
て
い
る
。

　
ま
た
、
調
査
期
間
が
明
記
さ
れ
て
い
な
い
が
、
カ
ン
タ
ベ
リ
・
ヨ
ー

ク
両
大
主
教
区
以
下
、
す
べ
て
の
二
六
主
教
区
ご
と
に
、
貧
し
い
教

区
の
数
と
給
与
が
増
加
さ
れ
た
教
区
の
数
が
記
録
さ
れ
て
い
る
。
お

そ
ら
く
、
調
査
期
間
は
ア
ン
女
王
基
金
の
運
用
が
実
際
に
始
ま
っ
た

一
七
一
五
年
か
ら
一
七
二
〇
年
ま
で
の
六
年
間
だ
と
考
え
ら
れ
る（
（5
（

。

そ
れ
ら
の
ま
と
め
と
し
て
、
以
下
の
よ
う
な
記
述
が
あ
っ
た
。

・
法
人
の
規
約
に
従
っ
て
貧
し
い
聖
職
禄
［
三
五
ポ
ン
ド
以
下
］
で

あ
る
と
理
事
に
回
答
の
あ
っ
た
教
区
の
合
計
、
一
九
九
七
個
。

・
ア
ン
女
王
基
金
お
よ
び
私
的
な
寄
付
金
の
合
同
に
よ
っ
て
給
与
が

増
加
し
た
聖
職
禄［
年
収
三
五
ポ
ン
ド
以
下
］の
合
計
、二
三
二
個
。

・
抽
選
で
基
金
の
み
で
増
加
し
た
聖
職
禄
［
年
収
一
〇
ポ
ン
ド
以
下
］

の
合
計
、
七
二
個
。

・
二
〇
〇
ポ
ン
ド
増
加
さ
れ
た
教
区
の
合
計
、
三
〇
四
個
。

・
基
金
と
私
的
な
寄
付
金
の
合
計
金
額
、
六
万
八
〇
〇
ポ
ン
ド
。

　
以
上
の
よ
う
に
、
貧
し
い
教
区
が
多
か
っ
た
た
め
す
べ
て
を
救
済

す
る
こ
と
は
出
来
な
か
っ
た
が
、
法
人
の
理
事
は
貧
し
い
教
区
を
調

査
し
、
給
与
が
増
加
す
る
よ
う
援
助
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
一
八
世

紀
初
期
に
お
い
て
ア
ン
女
王
基
金
は
貧
し
い
教
区
を
援
助
し
、
成
果

を
あ
げ
て
い
た
と
言
え
よ
う（
（5
（

。

　お
わ
り
に

　
中
世
以
来
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
各
国
で
は
ロ
ー
マ
教
皇
庁
に
よ
っ
て

様
々
な
税
金
が
課
さ
れ
て
お
り
、
と
り
わ
け
教
皇
に
よ
っ
て
任
命
さ

れ
た
高
位
聖
職
者
が
就
任
し
た
初
年
度
収
入
を
上
納
す
る
聖
職
禄
取

得
納
金
は
、
重
要
な
位
置
を
占
め
て
い
た
。
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
に
お
い

て
も
聖
職
禄
取
得
納
金
や
十
分
の
一
献
金
が
厳
し
く
取
り
立
て
ら
れ

て
富
が
流
出
し
て
い
た
た
め
、
聖
職
者
や
国
民
の
不
満
が
高
ま
っ
て

い
た
。
一
六
世
紀
前
半
、
ヘ
ン
リ
八
世
の
治
世
に
国
王
と
教
皇
と
の
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対
立
が
深
ま
り
、
国
王
は
一
連
の
法
律
に
よ
っ
て
教
皇
へ
の
上
納
金

を
停
止
し
た
。
さ
ら
に
カ
ト
リ
ッ
ク
教
会
か
ら
独
立
し
た
イ
ン
グ
ラ

ン
ド
国
教
会
が
成
立
し
、
上
納
金
を
国
王
へ
支
払
わ
せ
る
こ
と
に
成

功
し
た
の
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
た
し
か
に
上
納
金
は
ロ
ー
マ
へ
流

出
し
な
く
な
っ
た
が
、
上
納
金
の
使
い
方
は
君
主
の
自
由
で
あ
り
、

教
会
の
た
め
に
使
わ
れ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
一
七
世
紀
に
お
い
て

も
同
様
で
何
も
改
革
が
な
さ
れ
ず
、
国
教
会
聖
職
者
の
貧
困
が
問
題

と
な
っ
て
い
た
。

　
そ
の
よ
う
な
状
況
で
熱
心
な
国
教
徒
ア
ン
女
王
が
即
位
し
、

一
七
〇
四
年
に
貧
し
い
聖
職
者
の
給
与
を
増
加
さ
せ
る
た
め
の
ア
ン

女
王
基
金
が
成
立
し
た
の
で
あ
る
。
彼
女
は
永
久
的
に
聖
職
禄
取
得

納
金
と
十
分
の
一
献
金
を
基
金
に
寄
付
す
る
こ
と
を
決
定
し
た
。
同

年
、
勅
許
状
に
よ
っ
て
法
人
が
設
立
さ
れ
理
事
が
任
命
さ
れ
た
。
彼

ら
は
ど
の
よ
う
に
す
れ
ば
効
果
的
に
給
与
を
増
加
さ
せ
る
こ
と
が
で

き
る
か
検
討
し
、
貧
し
い
聖
職
禄
の
調
査
を
全
国
的
に
行
っ
た
。
ま

た
、
君
主
に
よ
る
税
金
の
寄
付
だ
け
で
は
な
く
、
富
裕
な
俗
人
や
聖

職
者
な
ど
一
般
か
ら
も
寄
付
を
募
っ
て
、
多
く
の
後
援
者
が
援
助
し

た
の
で
あ
る
。

　
一
七
一
三
年
の
第
二
勅
許
状
に
よ
っ
て
運
用
の
ル
ー
ル
が
定
め
ら

れ
た
。
直
接
、
給
与
を
増
額
す
る
の
で
は
な
く
、
貧
し
い
教
区
に

二
〇
〇
ポ
ン
ド
を
援
助
し
て
土
地
を
購
入
し
て
も
ら
い
、
そ
の
地
代

に
よ
っ
て
給
与
を
増
や
し
て
い
く
仕
組
み
で
あ
る
。
貧
し
い
聖
職
禄

の
基
準
を
決
め
る
こ
と
は
難
し
い
が
、
基
金
で
は
一
〇
ポ
ン
ド
以
下

の
者
か
ら
抽
選
で
選
び
、
君
主
か
ら
の
譲
渡
金
で
支
援
す
る
こ
と
に

な
っ
た
。
ま
た
、支
援
者
が
特
定
の
貧
し
い
教
区
に
寄
付
を
行
う
と
、

そ
の
寄
付
金
と
譲
渡
金
を
合
わ
せ
た
財
源
か
ら
三
五
ポ
ン
ド
以
下
の

貧
し
い
聖
職
禄
へ
援
助
を
行
っ
た
。
貧
し
い
教
区
の
調
査
に
は
時
間

が
か
か
り
、
実
際
に
資
金
の
配
分
が
行
わ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
時
期

も
遅
く
な
っ
た
。
ま
た
貧
し
い
聖
職
者
の
人
数
は
多
く
、
す
べ
て
を

救
済
す
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
。
し
か
し
、
本
来
、
女
王
と
後
継

者
が
自
由
に
使
用
で
き
る
上
納
金
が
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
国
教
会
を
援
助

す
る
た
め
に
用
い
ら
れ
、
理
事
た
ち
に
よ
っ
て
着
実
に
資
金
が
貧
し

い
聖
職
禄
へ
分
配
さ
れ
て
い
っ
た
。
ア
ン
女
王
基
金
は
イ
ン
グ
ラ
ン

ド
の
教
会
財
政
に
と
っ
て
画
期
的
な
こ
と
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

　
従
来
の
イ
ギ
リ
ス
、
日
本
の
研
究
に
お
い
て
、
一
八
世
紀
の
イ
ン

グ
ラ
ン
ド
国
教
会
は
停
滞
し
て
お
り
聖
職
者
の
活
動
も
不
活
発
で

あ
っ
た
と
み
な
さ
れ
が
ち
で
あ
っ
た
。
一
般
的
に
聖
職
禄
の
金
額
が

低
く
貧
し
い
聖
職
者
が
多
か
っ
た
こ
と
は
深
刻
な
問
題
で
あ
っ
た
。

し
か
し
、
ア
ン
女
王
基
金
に
よ
っ
て
国
教
会
関
係
者
は
貧
し
い
聖
職

者
を
積
極
的
に
支
援
し
て
い
た
の
で
あ
り
、
こ
の
よ
う
な
国
教
会
の

活
動
は
評
価
さ
れ
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
本
稿
で
は
中
世
以
来
の
聖
職

者
へ
の
課
税
お
よ
び
ア
ン
女
王
基
金
の
初
期
段
階
を
検
討
し
、
基
金

の
意
義
を
明
ら
か
に
し
た
。
一
八
世
紀
後
半
の
法
人
の
活
動
に
つ
い

て
は
検
討
で
き
な
か
っ
た
が（
（5
（

、
今
後
は
一
八
世
紀
を
通
し
た
基
金
の
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成
果
や
、
基
金
以
外
に
ど
の
よ
う
な
聖
職
者
支
援
が
政
府
お
よ
び
民

間
に
よ
っ
て
行
わ
れ
て
い
た
の
か
を
明
ら
か
に
し
た
い
。
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註（１
）G

. F. A
. B

est,Tem
poral Pillars: Q

ueen Anne’s B
ounty, 

the Ecclesiastical Com
m

issioners and the Church of England , 
Cam

bridge: Cam
bridge U

P, 1964,pp. 13-18, 32-33; 

Ｊ
・
Ｒ
・

Ｈ
・
ム
ア
マ
ン
、〔
八
代
崇
、
中
村
茂
、
佐
藤
哲
典
訳
〕『
イ
ギ
リ
ス

教
会
史
』（
聖
公
会
出
版
、
一
九
九
一
年
）（
以
下
、『
イ
ギ
リ
ス
教

会
史
』
と
略
記
）
三
五
七
、三
六
六
―
三
六
九
、三
七
四
―
三
七
八
頁; 

拙
著『
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
国
教
会
―
包
括
と
寛
容
の
時
代
―
』（
彩
流
社
、

二
〇
〇
八
年
）
一
二
、一
九
四
頁
。
近
年
、
一
八
世
紀
の
イ
ン
グ
ラ

ン
ド
国
教
会
の
評
価
を
見
直
そ
う
と
す
る
研
究
も
あ
る
。W

illiam
 

G
ibson, The C

hurch of E
ngland 1688-1832: U

nity and 
Accord , N

ew
 York: Routledge, 2001.

（
２
）Ian G

reen,“The First Y
ears of Q

ueen A
nne’s B

oun-
ty”,in R

osem
ary O

’D
ay and Felicity H

eal (eds.), Princes 
and Paupers in the E

nglish C
hurch, 1500-1800,  Leices-

ter: Leicester U
P, 1981, pp. 231-254.

（
３
）[A

non. (ed.),]The R
eturn M

ade by the G
overnors of the 

B
ounty of Q

ueen Anne for the Augm
entation of the M

ain-
tenance of the Poor C

lergy, Pursuant to an O
rder of the 

H
ouse of Lords of the 16

th of April Last , London, 1736
（
以

下
、R

eturn , 1736 

と
略
記
）. 

（
４
）
こ
の
報
告
書
の
デ
ー
タ
に
は
兼
任( pluralism

)

が
反
映
さ
れ
て
い

な
い
と
い
う
。
当
時
は
貧
し
い
聖
職
者
は
複
数
の
聖
職
禄
を
兼
任
す

る
こ
と
が
あ
っ
た
。
グ
リ
ー
ン
は
、
二
つ
を
合
わ
せ
れ
ば
五
〇
ポ
ン

ド
を
超
え
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
報
告
書
で
は
単
独
の
金
額
で
数
え

ら
れ
て
い
る
た
め
、
貧
し
い
聖
職
禄
の
数
が
実
際
よ
り
も
多
く
な
っ

て
い
る
と
い
う
問
題
を
指
摘
し
て
い
る
。

（
５
）『
イ
ギ
リ
ス
教
会
史
』
三
五
五
―
三
五
六
頁
。

（
６
）R

eturn , 1736; John E
cton ed., A

 State of the Proceed-
ing of the C

orporation of the G
overnors of the B

ounty of 
Q

ueen A
nne , 2

nd ed., D
ublin, 1725

（
以
下
、Proceedings , 
1725

と
略
記
）; G

ilbert B
urnet, H

istory of H
is O

w
n Tim

e , 
ed. M

artin Joseph R
outh, vol. 6, O

xford: O
xford U

P, 
1833; A

bel B
oyer, T

he H
istory of the R

eign of Q
ueen 

A
nne, D

igested into A
nnals Y

ear the Second , London, 
1704; W

illiam
 C

obbett ed., C
obbett’s Parliam

entary H
is-

tory of E
ngland,  vol. 6

(1702 – 1714), London: H
ansard, 

1810; W
hite K

ennett, The C
ase of Im

propriations, and 
of the A

ugm
entation of V

icarages and O
ther Insuffi-

cient C
ures, Stated by H

istory and Law
 from

 the First 
U

surpation of the Popes and M
onks, to H

er M
ajesty’s 

R
oyal B

ounty Lately E
xtended to the Poorer C

lergy of the 
C

hurch of E
ngland , London, 1704.

（
７
）『
イ
ギ
リ
ス
教
会
史
』
一
二
二
―
一
二
四
頁
。

（
８
）
ジ
ェ
フ
リ
ー
・
バ
ラ
ク
ロ
ウ
、〔
藤
崎
衛
訳
〕『
中
世
教
皇
史
』（
八

坂
書
店
、
二
〇
一
二
年
）、
二
三
六
頁
。

（
９
）
バ
ラ
ク
ロ
ウ
、
藤
崎
訳
、
二
五
四
頁
。

（
10
）
藤
崎「
一
三
世
紀
教
皇
庁
に
お
け
る
セ
ル
ヴ
ィ
テ
ィ
ア
税
の
成
立
過

程
―
特
に
セ
ル
ヴ
ィ
テ
ィ
ウ
ム
・
コ
ム
ー
ネ
に
つ
い
て
」『
史
学
雑
誌
』

第
一
一
五
編
第
一
一
号
、
二
〇
〇
六
年
、
六
三
―
六
五
頁
。

（
11
）
バ
ラ
ク
ロ
ウ
著
、
藤
崎
訳
、
二
五
四
頁
。

（
12
）
藤
崎
、
六
六
頁
。

（
13
）
藤
崎
、
七
一
頁
。

（
14
）annates 
と first fruits

の
訳
語
は
様
々
で
統
一
さ
れ
て
い
な
い
。
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聖
職
禄
取
得
納
金
、
初
年
度
聖
職
禄
上
納
金
の
ほ
か
に
、
初
穂
献
金
、

初
年
度
献
上
金
、
初
年
度
収
入
税
と
い
う
訳
語
も
あ
る
。

（
15
）C

hristopher H
odgson, An Account of the Augm

entation 
of Sm

all Livings by the G
overnors of the B

ounty of Q
ueen 

Anne …
, London: N

ichols and Son, 1826, p. 3. 

著
者
ホ
ジ
ソ

ン
は
ア
ン
女
王
基
金
の
事
務
局
長
で
あ
っ
た
。

（
16
）H

odgson, p. 5; 
レ
・
フ
ァ
ニ
ュ
に
よ
れ
ば
、「
初
年
度
聖
職
禄

上
納
金
ま
た
は
聖
職
禄
取
得
納
金
と
は
、
す
べ
て
の
聖
職
禄
の
最
初

の
年
の
す
べ
て
の
年
収
で
あ
る
。
十
分
の
一
献
金
は
そ
の
年
収
の
十

分
の
一
で
あ
る
。」W

illiam
 R

ichard Le Fanu,Q
ueen A

nne’s 
B

ounty: A ShortAccount of Its H
istory and W

ork , London: 
M

acm
illan, 1921, p. 7.

　
著
者
レ
・
フ
ァ
ニ
ュ
は
ア
ン
女
王
基
金

の
事
務
局
長
お
よ
び
財
務
担
当
者
で
あ
っ
た
。

（
17
）H

odgson, p. 2.

（
18
）『
イ
ギ
リ
ス
教
会
史
』
一
三
三
頁
。

（
19
）『
イ
ギ
リ
ス
教
会
史
』
一
四
七
頁
。

（
20
）『
イ
ギ
リ
ス
教
会
史
』
一
二
二
―
一
二
四
頁
。

（
21
）『
イ
ギ
リ
ス
教
会
史
』
三
五
五
、三
五
六
頁; Le Fanu, p. 6; Best,

 p. 22.

（
22
）C

obbett, vol. 6, p. 328; Burnet, vol. 6, pp. 119, 120.

（
23
）Statutes at Large, From

 M
agna C

harta to the Tw
en-

ty-fifth Year of the R
eign of K

ing G
eorge the Third …

,14 
vols., London, 1786-1800; Statutes of the R

ealm
, Printed 

by C
om

m
and of H

is M
ajesty K

ing G
eorge the Third ,11 

vols., London: G
. Eyre and A. Strahan, 1810-1828 ?, rpt., 

London: D
aw

sons of Pall M
all, 1965.

　
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
で
の
法
律
の
表
記
は
、
法
案
が
君
主
の
裁
可
を

得
た
議
会
会
期
の
年
、
お
よ
び
そ
の
会
期
の
何
番
目
に
成
立
し
た

か
を
番
号
で
表
記
し
て
い
た
。
そ
の
際
、
年
を
西
暦
で
は
表
さ
ず

君
主
の
治
世
何
年
目
に
当
た
る
か
で
表
し
て
い
た
。
例
え
ば
、
こ
の

23
H

enrici V
III c.20 

は
ヘ
ン
リ
八
世
の
治
世
二
三
年
目
の
法
律

第
二
〇
号
に
あ
た
る
。
ヘ
ン
リ
八
世
は
一
五
〇
九
年
四
月
に
即
位
し

た
た
め
、
そ
こ
か
ら
治
世
一
年
目
が
開
始
す
る
。

（
24
）archbishop, bishop

は
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
が
カ
ト
リ
ッ
ク
国
家
で

あ
っ
た
時
代
は
大
司
教
、
司
教
と
訳
し
、
一
五
三
四
年
に
プ
ロ
テ
ス

タ
ン
ト
の
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
国
教
会
が
成
立
し
て
か
ら
は
大
主
教
、
主

教
と
訳
す
。

（
25
）Burnet, vol. 6, p. 120.

（
26
）Cobbett, vol. 6, pp. 328, 329.

（
27
）Burnet, vol. 6, pp. 120, 121.

（
28
）『
イ
ギ
リ
ス
教
会
史
』
三
五
五
、三
五
六
頁; Best, p. 30; K

ennett, 
pp. 358-359. 

本
来
、
聖
職
禄
取
得
納
金
と
十
分
の
一
献
金
は
王
室

の
重
要
な
収
入
で
あ
り
、
年
金
の
支
払
い
等
に
用
い
ら
れ
て
い
た
。

ア
ン
女
王
は
敬
虔
な
国
教
徒
で
あ
っ
た
が
、
そ
れ
ら
全
額
を
基
金
に

譲
渡
す
る
と
い
う
こ
と
は
王
室
財
政
に
と
っ
て
非
常
に
大
き
い
変
更

で
あ
ろ
う
。
バ
ー
ネ
ッ
ト
の
著
作
で
は
、
ア
ン
女
王
に
対
し
て
バ
ー

ネ
ッ
ト
や
シ
ャ
ー
プ
が
ど
の
よ
う
に
基
金
を
設
立
す
る
よ
う
に
説
得

し
た
の
か
は
書
か
れ
て
い
な
か
っ
た
。B

urnet, vol. 6.

（
29
）K

ennett, p. 354.
（
30
）K

ennett, pp. 355, 356.
（
31
）K

ennett, pp. 357-358; C
obbett, vol. 6, pp. 328-329; 

Boyer, pp. 217, 218.

（
32
）Cobbett, vol. 6, p. 330; B

oyer, p. 218.

　

（
33
）Boyer, pp. 218-220.
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（
34
）B

est, p. 31.
（
35
）
ア
ン
女
王
基
金
法
は
、Statutes of the R

ealm

で
は2

&
3 

A
nne, c.20

、Statutes at Large

で
は2

&
3 Anne, c.11

と
記

載
さ
れ
て
お
り
、
番
号
が
違
っ
て
い
る
。
ア
ン
女
王
は
一
七
〇
二
年

三
月
八
日
に
即
位
し
た
た
め
、
三
月
か
ら
治
世
一
年
目
が
開
始
す
る
。

こ
の
法
案
は
一
七
〇
四
年
二
月
に
審
議
さ
れ
四
月
三
日
に
裁
可
さ
れ

た
の
で
、
彼
女
の
治
世
二
年
か
ら
三
年
に
か
け
て
の
会
期
で
成
立
し

た
の
で
あ
っ
た
。

（
36
）
法
律
の
タ
イ
ト
ル
は
両
方
と
も
、A

n A
ct for the m

aking 
m

ore effectual her M
ajesty’s gracious Intentions for the 

A
ugm

entation of the M
aintenance of the poor C

lergy, 
by enabling her M

ajesty to grant in Perpetuity the 
R

evenues of the First Fruits and Tenths; and also for 
enabling any other Persons to m

ake G
rants for the sam

e 
Purpose 

で
あ
る
。

（
37
）B

est, p. 85.

（
38
）Le Fanu, p. 9; Proceedings , 1725, p. 36.

（
39
）「
少
な
い
聖
職
禄
を
、
初
年
度
聖
職
禄
上
納
金
と
十
分
の
一
献
金

お
よ
び
、
そ
れ
ら
の
す
べ
て
の
延
滞
金
か
ら
免
除
す
る
法
律
」( A

n 
A

ct for discharging sm
all Living from

 their First Fruits 
and Tenths, and all Arrears thereof)

（
40
）H

odgson, pp. 17, 20.

（
41
）B

est, p. 86. 

こ
の
著
書
の
巻
末
に
第
一
お
よ
び
第
二
勅
許
状
の
全

文
が
収
録
さ
れ
て
い
る
。Best, pp. 515-529, 530-535.

（
42
）Le Fanu, pp. 10, 18.

（
43
）B

est, pp. 532-534.

（
44
）B

est, pp. 86, 132; H
odgson, pp. 23, 24.

（
45
）G

reen, p. 233.

（
46
）R

eturn , 1736.

（
47
）R
eturn , 1736, pp. 2, 4. 

ウ
ォ
ル
グ
レ
イ
ヴ
夫
人 ( H

enrietta 
Fitzjam

es, 1667-1730)

は
ジ
ェ
ー
ム
ズ
二
世

( Jam
es II, 

在

位1685-88)

の
庶
子
で
あ
り
、
母
親
は
ア
ラ
ベ
ラ
・
チ
ャ
ー
チ
ル

( A
rabella C

hurchill, 1649-1730)

で
あ
る
。
彼
女
は
一
六
八
三

年
に
初
代
ウ
ォ
ル
グ
レ
イ
ヴ
男
爵

( 1
stB

aron W
aldegrave, 

H
enry W

aldegrave, 1661-1690)

と
結
婚
し
た
。

（
48
）Proceedings , 1725.

（
49
）Proceedings , 1725, p. 25.

（
50
）Proceedings , 1725, pp. 13-14.

（
51
）Proceedings , 1725, pp. 98-101.

（
52
）
一
八
世
紀
全
体
で
は
、
基
金
は
二
四
五
万
ポ
ン
ド
以
上
を
支
出
し

て
、
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
と
ウ
ェ
ー
ル
ズ
の
六
四
〇
〇
個
以
上
の
貧
し
い

聖
職
禄
に
補
助
金
を
与
え
た
と
い
う
。G

reen, p. 231.

（
53
）
基
金
は
聖
職
者
の
給
与
増
加
の
み
な
ら
ず
一
七
七
七
年
か
ら
貸
付

を
行
い
、
一
八
〇
三
年
か
ら
は
牧
師
館
の
建
設
や
修
理
費
用
を
援
助

す
る
よ
う
に
な
る
。
一
八
〇
九
年
か
ら
一
八
二
〇
年
の
間
、
基
金
は

議
会
か
ら
一
〇
〇
万
ポ
ン
ド
以
上
の
交
付
金
を
受
け
た
。
ヘ
ン
リ
八

世
治
世
に
す
べ
て
の
聖
職
禄
保
有
者
の
年
収
が
調
査
さ
れ
た
が
、
そ

れ
以
降
は
調
査
さ
れ
な
か
っ
た
た
め
、
二
〇
世
紀
に
な
っ
て
も
当
時

の
報
告
書
が
使
用
さ
れ
て
い
た
。
聖
職
禄
の
金
額
は
増
え
て
い
る

に
も
か
か
わ
ら
ず
、
聖
職
禄
取
得
納
金
と
十
分
の
一
献
金
は
一
六

世
紀
の
頃
と
同
じ
金
額
で
あ
っ
た
た
め
、
実
質
的
に
二
〇
世
紀
に
は

そ
れ
ら
の
価
値
は
ほ
ぼ
失
わ
れ
、
最
終
的
に
一
九
二
六
年
の
法
律

に
よ
っ
て
消
滅
し
た
。( Le Fanu, pp. 7-8; 

『
イ
ギ
リ
ス
教
会
史
』

四
五
六
、四
五
七
頁
。) 

た
だ
し
、
一
八
世
紀
か
ら
基
金
に
は
一
般
か
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ら
の
私
的
な
寄
付
金
が
寄
せ
ら
れ
て
い
た
。

　
一
方
、
一
八
三
五
年
に
教
会
教
務
委
員
会

( E
cclesiastical 

C
om

m
issioners)

が
設
置
さ
れ
た
。
こ
の
委
員
会
は
二
人
の
大

主
教
と
三
人
の
主
教
お
よ
び
四
人
の
信
徒
で
構
成
さ
れ
て
お
り
、

一
八
三
七
年
に
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
国
教
会
の
財
産
と
歳
入
の
管
理
を
行

う
組
織
と
な
っ
た
。
一
九
四
七
年
の
教
会
教
務
委
員
会
法
に
よ
っ
て
、

翌
年
、
ア
ン
女
王
基
金
は
教
会
教
務
委
員
会
に
統
合
さ
れ
、
新
組
織

「
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
教
会
委
員
会
」( C

hurch C
om

m
issioners for 

E
ngland)

が
成
立
す
る
。
以
降
は
、
こ
の
組
織
が
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
国

教
会
の
資
産
の
大
部
分
を
管
理
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
く
。

（
大
分
大
学
教
育
学
部
准
教
授
）

※
訂
正

本
論
文
に
つ
き
ま
し
て
、
左
記
の
訂
正
が
ご
ざ
い
ま
す
。

　
　〈
三
三
頁
　
キ
ー
ワ
ー
ド
〉（
誤
）
聖
職
録
　（
正
）
聖
職
禄

　
以
上
の
誤
り
を
謹
ん
で
お
詫
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　

立
教
大
学
史
学
会
史
苑
編
集
委
員
会
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The Church of England and the Queen Anne’s Bounty

AOYAGI, Kaori 

In medieval England, the imposition of first fruits, or annates and 
tenths was begun by the Curia Romana.  Though the exaction of those 
taxes was constantly contested, they were claimed by several Popes.  
The first fruits were the full first year’s revenue of any benefice, and 
tenths were a tenth part of that revenue.  After the Act of Supremacy 
was passed in 1534, first fruits and tenths were annexed to the Crown 
by Act of 26 Henry VIII c. 3.

In the Sixteenth and Seventeenth centuries, whole revenue aris-
ing from first fruits and tenths to the Crown had never been applied to 
any beneficial use for the Church of England.  However, some Anglican 
prelates like Gilbert Burnet and John Sharp had a plan to support the 
Church of England by making grants for poor livings.  Queen Anne de-
cided to help poor clergy and in 1704 the Queen Anne’s Bounty Act (2 
& 3 Anne, c. 20)was enacted for the augmentation of the maintenance 
of the poor clergy, by granting in perpetuity the revenues of the first 
fruits and tenths.  The Queen Anne’s Bounty was created in the same 
year and the Queen endowed it with her own money.  The private bene-
factors also donated for this funds for the improvement of their local 
church.

The Governors decided the way how this income could be used to 
the best effect. Each augmentation should consist of a capital sum of 
£200 to be invested in a piece of land, and the Governors should begin 
with augmenting the incumbent of the poor living worth £10 or less.   In 
the early Eighteenth century, the Church of England was supported by 
the Queen Anne’s Bounty which raised over £60000 and made over 300 
grants to the poor livings in England and Wales.  
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